
2021 年 1 月 9 日 

 

エネルギー環境教育学会実践委員会ワークショップ 

「専門家」と教育実践者の連携のあり方 

１．開催主旨 

    2019 年の全国大会に開催したワークショップ「専門家と教育実践者の連携のあり方」の成果

をもとに，今後の実践のあり方と学会との関わり方について意見交換するとともに今後のあり

方を提案する。 

 

２．日時: 令和 4 年 2 月 6 日(日) 13:30～16:30 

 

３．形態: Zoom によるリモート形式 

 

４．プログラム 

  開催にあたっての注意: 司会 小鍛治 優（きいぱす）13:30~13:45  

 開催挨拶: エネルギー環境教育学会副会長・実践委員長 13:35~13:40 

安藤雅之(常葉大学)   

  講演 1: 「『粘土』を核としたエネルギー環境教育活動と全国普及」14:00～14:20 

            三木直樹(札幌市教育委員会) 

  講演 2: 「副教材を活用した『かこがわクラブ』のエネルギー環境教育」13:40~14:00 

       山本 照久(加古川市立加古川中学校 

 講演 3: 「学会ホームページと SNS 活用の可能性」14:20~14:40 

出口 憲(常葉大学)  

 

                     休憩 14:40~14:55 

 

パネルディスカッション「その後の活動状況と今後のあり方」 14:55～16:25 

      コーディネータ: 葛生 伸(福井大学) 

パネラー: 三木直樹(札幌市教育委員会)，清水洋一（琉球大学）， 

出口 憲（常葉学園大学），山本照久（加古川市教育委員会） 

 

 閉会の挨拶: 高木浩一（岩手大学） 


